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平成２１年９月第５回八街市議会定例会会議録（第１号） 

………………………………………………… 

１．開議 平成２１年９月２日 午前１０時００分 

１．出席議員は次のとおり 

    １番 桜 田 秀 雄 

    ２番 林   修 三 

    ３番 山 口 孝 弘 

    ４番 小 髙 良 則 

    ５番 湯 淺 祐 德 

    ６番 川 上 雄 次 

    ７番 中 田 眞 司 

    ８番 古 場 正 春 

    ９番 林   政 男 

    10番 新 宅 雅 子 

    11番 横 田 義 和 

    12番 鯨 井 眞佐子 

    13番 北 村 新 司 

    14番 古 川 宏 史 

    15番 山 本 義 一 

    16番 京 増 藤 江 

    17番 右 山 正 美 

    18番 小 澤 定 明 

    19番 京 増 良 男 

    20番 丸 山 わき子 

    21番 加 藤   弘 

    22番 山 本 邦 男 

………………………………………………… 

１．欠席議員は次のとおり 

    な  し 

………………………………………………… 

１．地方自治法第１２１条の規定による会議事件説明のための出席者は次のとおり 

  市 長   長谷川 健 一 

  副 市 長   髙 橋 一 夫 

  教 育 長   齊 藤   勝 

  総 務 部 長   浅 羽 芳 明 

  市 民 部 長   小 倉   裕 
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  経 済 環 境 部 長   森 井 辰 夫 

  建 設 部 長   並 木   敏 

  会 計 管 理 者   越 川 みね子 

  教育委員会教育次長   尾 髙 幸 子 

  農業委員会事務局長   藤 﨑 康 雄 

  監 査 委 員 事 務 局 長   江 澤 弘 次 

  選挙管理委員会事務局長   長谷川 淳 一 

  財 政 課 長   加 藤 多久美 

  水 道 課 長   醍 醐 文 一 

  国 保 年 金 課 長   石 毛   勝 

  介 護 保 険 課 長   醍 醐 真 人 

  下 水 道 課 長   吉 田 一 郎 

  学校給食センター副主幹   川 口 雅 子 

  総 務 課 長   長谷川 淳 一 

  厚 生 課 長   藏 村 隆 雄 

  農 政 課 長   加 瀬 芳 之 

  道 路 河 川 課 長   勝 股 利 夫 

  庶 務 課 長   河 野 政 弘 

………………………………………………… 

１．本会議の事務局長及び書記は次のとおり 

  事 務 局 長   今 井 誠 治 

  主 査   鯨 岡 修 子 

  主 査   小 川 正 一 

  主 査 補   吉 田 美 恵 子 

  主 任 主 事   栗 原 孝 治 

………………………………………………… 

１．会議事件は次のとおり 

 ○議事日程（第１号） 

                       平成２１年９月２日（水）午前１０時開議 

    日程第１ 会議録署名議員の指名 

    日程第２ 会期の決定 

    日程第３ 発議案の上程 

         発議案第７号、第８号 

         提案理由の説明 

         委員会付託省略、質疑、討論、採決 

    日程第４ 議案の上程 
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         議案第１号から議案第２１号 

         提案理由の説明 

         議案第１号、委員会付託省略、採決 

    日程第５ 休会の件 
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○議長（山本邦男君） 

 本日、平成２１年９月第５回八街市議会定例会は、ここに開会される運びとなりました。 

 この定例会は、発議案２件、議案２１件が提出されることになっています。 

 慎重に審議を尽くされ、市民の負託に応えられますよう期待いたしますとともに、議会運

営につきましてもご協力をお願いいたしまして、開会のごあいさつといたします。 

 ただいまから、平成２１年９月第５回八街市議会定例会を開会します。 

 ただいまの出席議員は２１名です。議員定数の半数以上に達していますので、この定例会

は成立しました。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、配付のとおりです。 

 日程に入る前に報告します。 

 最初に、地方自治法第１２１条の規定に基づく本定例会の出席者は配付のとおりですが、

本日は石井学校給食センター所長にかわり、川口学校給食センター副主幹の出席となります。 

 次に、監査委員から６月、７月予算執行分に係る例月出納検査報告書が提出されましたの

で、その写しを配付しておきました。 

 次に、市長の専決処分事項に指定されている損害賠償額の決定及び条例の改正についての

報告４件が議長あてに提出されましたので、その写しを配付しておきました。 

 次に、８月２６日までに受理した陳情１件、要望１件につきましては、その写しを配付し

ておきました。 

 次に、地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１６４条第１項の規定に基づく議員

派遣について、配付の資料のとおり派遣をいたしました。 

 次に、地方自治法第１０４条の規定により、議会の代表として出席した会議等は、配付の

とおりですので、ご了承願います。 

 次に、本日の遅刻の届け出が林政男議員よりありました。 

 以上で報告を終わります。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員の指名は、会議規則第８１条の規定により、川上雄次議員、湯淺祐德議員

を指名します。 

 日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 この件については、議会運営委員長より発言を求められておりますので、これを許します。 

 議会運営委員長、小澤定明議員。 

○小澤定明君 

 平成２１年９月定例会の会期等を協議するため、去る８月２６日に議会運営委員会を開催

し、協議いたしましたので、その結果についてご報告申し上げます。 

 ９月定例会に上程される案件は、発議案２件、議案２１件であります。 

 次に、一般質問の通告が、代表質問４人、個人質問９人からありました。 
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 以上の案件を審議するため、９月定例会は、お手元に配付してあります会期表のとおり、

会期を本日から９月２５日までの２４日間と協議決定いたしましたので、この会期等に賛同

を賜り、円滑な議会運営ができますよう議員各位のご協力をお願い申し上げまして、議会運

営委員長の報告といたします。 

○議長（山本邦男君） 

 ただいまの委員長報告のとおり、この定例会の会期は、本日から９月２５日までの２４日

間とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山本邦男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 会期は２４日間に決定しました。 

 日程第３、発議案の上程を行います。 

 発議案第７号の提案理由の説明を求めます。 

○川上雄次君 

 それでは、発議案第７号の上程を行います。 

 細菌性髄膜炎を予防するワクチンの早期定期予防接種化を求める意見書について。 

 上記の議案を次のとおり、八街市議会会議規則第１４条の規定により提出いたします。 

 平成２１年９月２日提出。 

 八街市議会議長、山本邦男様。 

 提出者、八街市議会議員、川上雄次。 

 賛成者、八街市議会議員、加藤弘議員、京増良男議員、京増藤江議員、山本義一議員、小

高良則議員、山口孝弘議員。 

 それでは、案文の朗読をもって提案理由といたします。 

 細菌性髄膜炎を予防するワクチンの早期定期予防接種化を求める意見書（案）。 

 細菌性髄膜炎の日本での患者数は、毎年、約１千人に上ると推定されています。その約６

割強がインフルエンザ菌Ｂ型（ヒブ）によるもの、約３割が肺炎球菌によるもので、この２

つの起因菌によるものが全体の約９割を占めています。細菌性髄膜炎は、早期診断が大変難

しい疾病です。 

 治療には、起因菌に有効な抗生物質を高容量投与しますが、近年、特にヒブの薬剤に対す

る耐性化が急速に進んでおり、適切な治療が難しくなってきていることが指摘されています。

細菌性髄膜炎は、非常に予後の悪い疾患であり、迅速な治療が施されても、ヒブの場合では

３パーセントから５パーセント、肺炎球菌の場合でも１０パーセントから１５パーセントの

患児が死亡しています。生存した場合でも、１０パーセントから２０パーセントに脳と神経

に重大な損傷が生じ、水頭症、難聴、脳性まひ、精神遅滞等の後遺症を引き起こしています。

ヒブと肺炎球菌による細菌性髄膜炎はワクチン接種にて予防することができます。ヒブワク

チンは１３３カ国で、定期予防接種とされています。肺炎球菌についても、肺炎球菌ワクチ
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ン、７価ワクチンが世界９３カ国で承認され、米国やオーストラリア等、３５カ国で定期接

種されています。これらのワクチンを定期予防接種化した国々では、発症率が大幅に減少し

ております。 

 日本では、昨年１２月に待望のヒブワクチンが導入されました。しかしながら、任意接種

で開始されたため、４回の接種で約３万円全額が保護者の負担となり、経済的な理由で接種

を躊躇することも危惧され、１日も早い定期接種化が重要となっています。 

 また、現在、日本で承認されている肺炎球菌ワクチン（２３価多糖体ワクチン）は免疫力

の未熟な乳幼児には効果が期待できず、乳幼児に使用できる肺炎球菌ワクチン（７価ワクチ

ン）は、日本では現在、承認待ちの状態で早期導入が強く求められています。 

 早期発見が難しく、迅速な治療を施しても、予後が悪く、さらに菌の薬剤耐性の高まりに

よる治療の困難化が指摘されている細菌性髄膜炎は、早期に定期予防接種化することが重要

であることを強く要望いたします。 

 記。 

 １、速やかにヒブ重症感染症（髄膜炎、喉頭蓋炎及び敗血症）を予防接種法による定期接

種対象疾患（一類疾病）に位置づけること。 

 ２、肺炎球菌ワクチン（７価ワクチン）の早期薬事法承認のための手立てを講ずること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。 

 平成２１年９月。 

 八街市議会議長、山本邦男。 

 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣あて。 

 以上です。 

○議長（山本邦男君） 

 次に、発議案第８号の提案理由の説明を求めます。 

○山口孝弘君 

 発議案第８号、肝炎対策のための基本法の制定を求める意見書について。 

 上記の議案を次のとおり、八街市議会会議規則第１４条の規定により提出いたします。 

 平成２１年９月２日提出。 

 八街市議会議長、山本邦男様。 

 提出者、八街市議会議員、山口孝弘。 

 賛成者、八街市議会議員、加藤弘議員、同じく京増良男議員、同じく京増藤江議員、同じ

く山本義一議員、同じく川上雄次議員、同じく小高良則議員。 

 それでは、意見書案の朗読をもって提案理由の説明とさせていただきます。 

 肝炎対策のための基本法の制定を求める意見書（案）。 

 我が国のＢ型、Ｃ型ウイルス肝炎患者、感染者数は３５０万人以上と推定され、国内最大

の感染症として、抜本的対策が求められている。 

 多くの患者は輸血、血液製剤の投与及び針・筒連続使用の集団予防接種等の医療行為によ
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って肝炎ウイルスに感染した。その中には、医療薬務、血液行政の誤りにより感染した患者

も含まれており、まさに医原病と言える。 

 Ｂ型、Ｃ型肝炎は、慢性肝炎から肝硬変、肝がんに移行する危険性の高い深刻な病気であ

る。肝硬変、肝がんの年間死亡者数は４万人を超え、その９割以上がＢ型、Ｃ型肝炎ウイル

スに起因している。 

 また、既に肝硬変、肝がんに進展した患者は長期の療養に苦しみ、生活基盤を失うなど、

経済的に多くの困難に直面している。 

 平成２０年度から国の新しい肝炎総合対策（７カ年計画）がスタートしたが、法律の裏付

けがない予算措置であるため、実施主体である都道府県によって施策に格差が生じている。

適切なウイルス肝炎対策を全国的規模で推進するためには、肝炎対策に係る基本理念や国や

地方公共団体の責務を定めた基本法、根拠法の制定が必要である。 

 よって、本市議会はすべてのウイルス肝炎患者救済のため、国に対し、緊急に次の施策を

講じるよう強く要請するものである。 

 記。 

 １、ウイルス肝炎対策を全国的規模で等しく推進するため、肝炎対策のための基本法を早

期に成立させること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出いたします。 

 平成２１年９月。 

 八街市議会議長、山本邦男。 

 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣あて。 

 よろしくご審議の上、ご賛同くださいますよう、お願いいたしまして、提案理由の説明と

させていただきます。 

○議長（山本邦男君） 

 お諮りします。ただいま議題となっています、発議案第７号、第８号は、会議規則第３７

条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山本邦男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから、発議案第７号、第８号に対しての質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山本邦男君） 

 質疑がなければ、これで質疑を終了します。 

 これから、討論を行います。 

 最初に、発議案第７号について討論を許します。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山本邦男君） 

 討論がなければ、これで発議案第７号の討論を終了します。 

 次に、発議案第８号について討論を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山本邦男君） 

 討論がなければ、これで発議案第８号の討論を終了します。 

 これから、採決を行います。 

 最初に、発議案第７号、細菌性髄膜炎を予防するワクチンの早期定期予防接種化を求める

意見書についてを採決します。 

 この発議案は、原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

（起 立 全 員） 

○議長（山本邦男君） 

 起立全員であります。発議案第７号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、発議案第８号、肝炎対策のための基本法の制定を求める意見書についてを採決しま

す。 

 この発議案は、原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

（起 立 全 員） 

○議長（山本邦男君） 

 起立全員であります。発議案第８号は、原案のとおり可決されました。 

 日程第４、議案の上程を行います。 

 議案第１号から議案第２１号を一括議題とし、採決は分割して行いたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山本邦男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 議案第１号から議案第２１号の提案理由の説明を求めます。 

○市長（長谷川健一君） 

 本日、ここに平成２１年９月第５回八街市議会定例会を招集いたしましたところ、議員の

皆様には、公私ともご多用のところご参集いただき、誠にありがたく御礼を申し上げます。 

 本定例会に提案いたしました案件は、人事案件１件、条例の新規制定及び一部改正４件、

平成２１年度一般会計等の補正予算８件並びに平成２０年度各会計の決算の認定８件、合計

２１議案でございます。 

 それでは、提案いたしました各議案についてご説明をいたします。 

 議案第１号は、固定資産評価審査委員会委員の選任についてでございます。固定資産評価

審査委員会委員であります「加藤千尋」氏の任期が、平成２１年９月２８日をもって満了い
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たしますが、引き続き同氏を委員に選任することについて、議会の同意を求めるものでござ

います。 

 議案第２号は、八街市文化会館建設基金条例の制定についてでございます。これは、文化

会館建設に必要な資金を積み立てるための基金を創設しようとするものでございます。 

 議案第３号は、八街市野球場建設基金条例の制定についてでございます。これは、野球場

建設に必要な資金を積み立てるための基金を創設しようとするものでございます。 

 議案第４号は、八街市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定についてでございま

す。これは、緊急の少子化対策として、妊産婦の経済的負担を軽減し、安心して出産できる

よう平成２１年１０月１日から平成２３年３月３１日までの間において、出産育児一時金の

額を４万円引き上げるという国の方針に従いまして、本市においても同様に出産育児一時金

の額を３８万円から４２万円に引き上げようとするものでございます。 

 議案第５号は、八街市下水道条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。平

成１９年度の下水道使用料現年分収納率は、９７．８パーセントでございますが、経営指標

であります経費回収率は、５９パーセントと基準外繰入金に依存している状況となっており

ます。受益者負担の原則からも、下水道使用料を引き上げ、基準外繰入金の減額化を図るこ

とにより、下水道事業を適正に運営しようとするものでございます。 

 議案第６号は､平成２１年度八街市一般会計補正予算についてでございます。この補正予

算は、既定の予算に９億１千９９３万２千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ１７６億６千９２６万３千円とするものでございます。歳入につきましては、地方交付

税２億５千６２７万１千円、子育て・次世代育成交付金、公立学校施設整備費負担金、安

全・安心な学校づくり交付金を主なものとする国庫支出金４億１千６９４万４千円、緊急雇

用創出事業臨時特例基金事業補助金としての県支出金１千２０２万８千円、臨時財政対策債

を主なものとする市債７億６千４８０万円、特別会計繰入金２千６７９万８千円を増額し、

財政調整基金繰入金５億５千７８５万６千円を減額するのが主なものでございます。歳出に

つきましては、子育て応援特別手当支給事業費６千８４３万円、市道１１５号線・２１６号

線交差点改良事業費５千３７５万円、笹引小学校校舎改築事業費１億２千５９２万５千円、

八街東小学校校舎改築事業費２億１千５２４万４千円、八街中学校武道場建設事業費１億５

千７９９万５千円、八街中学校耐震補強事業費２億３千５００万円を増額し、特別会計繰出

金４千７９万７千円を減額するのが主なものでございます。 

 議案第７号は、平成２１年度八街市国民健康保険特別会計補正予算についてでございます。

この補正予算は、既定の予算から３千４７１万６千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ７１億７千６７６万６千円とするものでございます。歳入につきましては、平

成２１年度の交付確定により前期高齢者交付金１千１０７万９千円、前年度繰越金の確定に

より繰越金２千３６３万７千円を減額するものでございます。歳出につきましては、平成２

０年度の退職者医療交付金の額が確定したことにより、償還金１千２３３万３千円を増額し、

支出額の確定により介護納付金４千２７３万３千円を減額するのが主なものでございます。 
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 議案第８号は、平成２１年度八街市老人保健特別会計補正予算についてでございます。こ

の補正予算は、既定の予算に２千１５１万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ３千８０４万９千円とするもので、主に過年度分の精算によるものでございます。

歳入につきましては、国庫・県支出金１千１３２万４千円、繰越金８９３万８千円を増額す

るのが主なものでございます。歳出につきましては、一般会計繰出金２千１５０万円を増額

するのが主なものでございます。 

 議案第９号は、平成２１年度八街市後期高齢者医療特別会計補正予算についてでございま

す。この補正予算は、既定の予算に４９７万８千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ２億９千６６６万円とするものでございます。これは、歳入につきましては、前

年度繰越金の確定により繰越金４９７万８千円を増額するものでございます。歳出につきま

しては、過年度納付金見込額の確定により、後期高齢者医療広域連合負担金２０１万９千円

を増額するのが主なものでございます。 

 議案第１０号は、平成２１年度八街市介護保険特別会計補正予算についてでございます。

この補正予算は、既定の予算に５千５７０万７千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ２７億３千５７７万４千円とするものでございます。歳入につきましては、前年

度繰越金の確定により繰越金４千４３８万２千円を増額するのが主なものでございます。歳

出につきましては、過年度の剰余金を積み立てるための介護給付費準備基金積立金４千１８

４万１千円、前年度精算による介護給付費負担金等返還事務１千４６万６千円を増額するの

が主なものでございます。 

 議案第１１号は、平成２１年度八街市学校給食センター事業特別会計補正予算についてで

ございます。この補正予算は、既定の予算に３３１万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ７億３千７８２万３千円とするものでございます。歳入につきましては、

前年度繰越金精算により一般会計繰入金９３１万４千円を減額し、前年度繰越金の確定によ

り繰越金１千２６２万９千円を増額するものでございます。歳出につきましては、一般管理

費１３１万５千円、調理場維持管理費２００万円を増額するものでございます。 

 議案第１２号は、平成２１年度八街市下水道事業特別会計補正予算についてでございます。

この補正予算は、既定の予算に１千３８万３千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ７億５千３８９万１千円とするものでございます。歳入につきましては、前年度繰

越金の確定により繰越金３千８７９万４千円を増額し、前年度繰越金精算等により一般会計

繰入金３千８２１万１千円を減額するのが主なものでございます。歳出につきましては、公

共下水道雨水整備事業費９４２万円を増額するのが主なものでございます。 

 議案第１３号は、平成２１年度八街市水道事業会計補正予算についてでございます。収益

的収支の内、収益的収入の補正はございませんが、収益的支出につきましては、３千３２万

１千円を減額し、収益的支出の総額を１０億８千５３１万円とするものでございます。次に

資本的収支の内、資本的収入につきましては、既定の予算に１千４３７万７千円を追加し、

資本的収入予算の総額を１億８千７０９万６千円とするもので、主に水道管路耐震化時出資
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金の増によるものでございます。次に、資本的支出につきましては、既定の予算に１千５０

０万円を追加し、資本的支出予算の総額を３億８千２８万７千円とするもので、泉台水管橋

架け替え工事の増でございます。 

 議案第１４号は、平成２０年度八街市一般会計歳入歳出決算の認定についてでございます。

本決算は、歳入決算額１８５億１千６１５万２千８０円、歳出決算額１６７億１千３４３万

４千１９３円で、歳入歳出差引額１８億２７１万７千８８７円のうち、２億４千９００万円

を一般会計財政調整基金に積み立て、１億８万７千８８７円を平成２１年度へ繰り越しする

ものでございます。 

 議案第１５号は、平成２０年度八街市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

でございます。本決算は、歳入決算額７４億７千３２０万３千８７３円、歳出決算額７４億

５千６９７万４０１円で、歳入歳出差引額１千６２３万３千４７２円のうち、４８７万円を

国民健康保険特別会計財政調整基金に積み立て、１千１３６万３千４７２円を平成２１年度

へ繰り越しするものでございます。 

 議案第１６号は、平成２０年度八街市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定についてでご

ざいます。本決算は、歳入決算額３億７千２６０万１千６４２円、歳出決算額３億６千２６

６万４千３４円で、歳入歳出差引額９９３万７千６０８円全額を平成２１年度へ繰り越しす

るものでございます。 

 議案第１７号は、平成２０年度八街市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

てでございます。本決算は、歳入決算額３億７５７万７千５１１円、歳出決算額３億２５９

万９千４６９円で、歳入歳出差引額４９７万８千４２円全額を平成２１年度へ繰り越しする

ものでございます。 

 議案第１８号は、平成２０年度八街市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定についてでご

ざいます。本決算は、歳入決算額２７億９千７７３万２６４円、歳出決算額２７億５千２３

４万９千１５４円で、歳入歳出差引額４千５３８万１千１１０円全額を平成２１年度へ繰り

越しするものでございます。 

 議案第１９号は、平成２０年度八街市学校給食センター事業特別会計歳入歳出決算の認定

についてでございます。本決算は、歳入決算額７億５千５７０万５千８４８円、歳出決算額

７億４千７万６千９８円で、歳入歳出差引額１千５６２万９千７５０円全額を平成２１年度

へ繰り越しするものでございます。 

 議案第２０号は、平成２０年度八街市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてで

ございます。本決算は、歳入決算額８億６千８９８万９千１１８円、歳出決算額７億７千１

４７万９千１８８円で、歳入歳出差引額９千７５０万９千９３０円のうち７千３７９万４千

９３０円を平成２１年度へ繰り越しするものでございます。 

 議案第２１号は、平成２０年度八街市水道事業会計決算の認定についてでございます。本

決算は、収益的収支では、水道事業収益１１億４千７５４万３千３２４円に対し、水道事業

費用１１億３千２９３万４千７１２円で、収支差引額は１千４６０万８千６１２円となり、
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これを前年度からの累積欠損金の処理に充てるものでございます。資本的収支では、収入総

額１億２千１３７万９千２２２円に対し、支出総額２億８千５５０万２千６５２円で、収入

額が支出額に対して不足する額１億６千４１２万３千４３０円は、過年度分損益勘定留保資

金等で補てんするものでございます。 

 以上で、提案いたしました各議案を説明いたしましたが、各会計の決算の詳細につきまし

ては、各担当部長等より説明させますので、よろしくご審議くださいますようお願いを申し

上げます。 

 最後に、議案ではございませんが、平成１９年６月に成立した「地方公共団体の財政の健

全化に関する法律」第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、財政の健全性を判断す

る４つの指標について監査委員の審査に付し、その意見を付けて健全化判断比率及び資金不

足比率を議会に報告し、かつ公表することとなっておりますので、ここで報告させていただ

きます。 

 各比率につきましては、配付してあります平成２０年度普通会計財政健全化審査意見書及

び平成２０年度八街市公営企業会計経営健全化審査意見書のとおりでございます。 

 それでは、各比率についてご説明させていただきます。 

 ①の実質赤字比率及び②の連結実質赤字比率につきましては、全会計の実質収支が黒字で

あるため、バー表示となっておりますが、これを実数値で示しますと負の値で表示されるこ

ととなり、①の実質赤字比率につきましては、マイナス２．９７パーセント、②の連結実質

赤字比率につきましては、マイナス１１．５０パーセントとなります。 

 続いて、③の実質公債費比率につきましては、１１．０パーセント、④の将来負担比率に

つきましては、９３．９パーセントとなっており、すべての比率において、早期健全化基準

の数値と比較すると下回っております。 

 次に、水道事業会計及び下水道事業特別会計の資金不足比率につきましても実質赤字比率

及び連結実質赤字比率と同様、バー表示となっており、資金に剰余額が生じております。 

 なお、実数値で示しますと、同じく負の値で表示されることとなり、水道事業会計の実質

的な資金不足比率は、マイナス８６．８パーセント、下水道事業特別会計の資金不足比率は、

マイナス３２．８パーセントとなっており、経営健全化基準の数値と比較すると下回ってお

ります。 

 以上をもちまして報告にかえさせていただきます。よろしくご審議のほど、お願いを申し

上げます。 

○議長（山本邦男君） 

 会議中でありますが、ここで１０分間の休憩をいたします。 

                            （休憩 午前１０時４２分） 

                            （再開 午前１０時５６分） 

○議長（山本邦男君） 

 再開します。 
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 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

○総務部長（浅羽芳明君） 

 それでは、平成２０年度八街市一般会計歳入歳出決算につきまして、ご説明をいたします。 

 「平成２０年度千葉県八街市歳入歳出決算書」の７ページをごらん願います。 

 初めに、歳入でございますが、予算現額１８５億３千８５４万円に対しまして、決算額は

１８５億１千６１５万２千８０円で、決算額を前年度と比較いたしますと９億４千８１１万

４４９円、５．４パーセントの増となっております。 

 次に、歳出でございますが、予算現額１８５億３千８５４万円に対しまして、決算額は１

６７億１千３４３万４千１９３円で、決算額を前年度と比較いたしますと３億５千４６８万

４千３８５円、２．１パーセントの減となっております。 

 歳入歳出差引の結果、残額は１８億２７１万７千８８７円となり、このうち２億４千９０

０万円を地方自治法第２３３条の２の規定に基づき、一般会計財政調整基金に編入すること

により、翌年度への繰越額は１５億５千３７１万７千８８７円となります。 

 なお、この額には、繰越明許費１１件に係る繰越財源１４億５千３６３万円が含まれてお

ります。 

 それでは、歳入歳出決算の概要につきまして、ご説明をいたします。 

 なお、詳細につきましては、１６ページ以降の「平成２０年度八街市一般会計歳入歳出決

算事項別明細書」をご参照いただきたいと存じます。 

 それでは、歳入決算からご説明をいたします。 

 ８ページ、９ページをごらん願います。 

 初めに、歳入全体の３９．９パーセントを占めております１款市税でございますが、予算

現額７３億３千１２７万５千円に対しまして、調定額９５億７千８８９万４千４００円、収

入済額７３億８千２１万７６８円、不納欠損額１億７千６７６万９千１４円、収入未済額２

０億２千１９１万４千６１８円で、収入済額を前年度と比較いたしますと、５千５５２万１

７３円、０．８パーセントの増となっております。 

 また、徴収率といたしましては、現年課税分が前年度より０．１ポイント減の９３．８パ

ーセント、滞納繰越分が前年度と同率の１１．４パーセント、市税合計では、前年度より０．

６ポイント減の７７．０パーセントとなっております。 

 それでは、項ごとにご説明をいたします。 

 １項の市民税につきましては、収入済額３７億８千８６５万２千３６５円で、前年度と比

較いたしますと、２千７９６万２千７１７円、０．７パーセントの増となっております。 

 ２項の固定資産税につきましては、収入済額２８億１千５２７万２千８０２円で、前年度

と比較いたしますと、２千５４８万９６２円、０．９パーセントの増となっております。 

 ３項の軽自動車税につきましては、収入済額１億２千６９４万３千５８８円で、前年度と

比較いたしますと、４１１万９千３８８円、３．４パーセントの増となっております。 

 ４項の市たばこ税につきましては、収入済額５億２千６１０万７千３２６円で、前年度と
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比較いたしますと、３６４万４千３０４円、０．７パーセントの減となっております。 

 ６項の都市計画税につきましては、収入済額１億２千３２３万４千６８７円で、前年度と

比較いたしますと、１６０万１千４１０円、１．３パーセントの増となっております。 

 続きまして、２款地方譲与税でございますが、予算現額２億４千７００万円に対しまして、

調定額、収入済額ともに２億４千３８５万５千円で、収入済額を前年度と比較いたしますと、

７２６万３千円、２．９パーセントの減となっております。 

 項ごとにご説明をいたします。 

 １項の自動車重量譲与税につきましては、収入済額１億８千４５５万１千円で、前年度と

比較いたしますと、２０８万８千円、１．１パーセントの減となっております。 

 ２項の地方道路譲与税につきましては、収入済額５千９３０万４千円で、前年度と比較い

たしますと、５１７万５千円、８．０パーセントの減となっております。 

 続きまして、３款利子割交付金でございますが、予算現額３千４００万円に対しまして、

調定額・収入済額ともに３千１２０万９千円で、収入済額を前年度と比較いたしますと、４

５万５千円、１．４パーセントの減となっております。 

 続きまして、４款配当割交付金でございますが、予算現額１千５００万円に対しまして、

調定額、収入済額ともに１千４６９万６千円で、収入済額を前年度と比較いたしますと、１

千９５５万３千円、５７．１パーセントの減となっております。 

 続きまして、５款株式等譲渡所得割交付金でございますが、予算現額６３０万円に対しま

して、調定額、収入済額ともに４８９万３千円で、収入済額を前年度と比較いたしますと、

１千９６３万９千円、８０．１パーセントの減となっております。 

 続きまして、６款地方消費税交付金でございますが、予算現額５億８千４００万円に対し

まして、調定額、収入済額ともに５億９千１５４万４千円で、収入済額を前年度と比較いた

しますと、２千８３７万円、４．６パーセントの減となっております。 

 続きまして、７款ゴルフ場利用税交付金でございますが、予算現額６９０万円に対しまし

て、調定額、収入済額ともに７６３万７千８４０円で、こちらにつきましては、本市にゴル

フ場が新設されたことに伴う新たな交付金でございます。 

 続きまして、８款自動車取得税交付金でございますが、予算現額１億４千７００万円に対

しまして、調定額、収入済額ともに１億３千６７６万６千円で、収入済額を前年度と比較い

たしますと、３千１６３万２千円、１８．８パーセントの減となっております。 

 続きまして、９款地方特例交付金でございますが、予算現額、調定額、収入済額ともに１

億２千５５１万３千円で、収入済額を前年度と比較いたしますと、８千１８９万２千円、１

８８．７パーセントの増となっております。 

 項ごとにご説明を申し上げます。 

 １項の地方特例交付金につきましては、収入済額１億８０２万８千円で、前年度と比較い

たしますと、７千６０２万６千円、２３７．６パーセントの増となっております。 

 ２項の特別交付金につきましては、収入済額１千１６１万９千円で、前年度と同額でござ
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います。 

 ３項の地方税等減収補てん臨時交付金につきましては、収入済額５８６万６千円で、これ

につきましては、道路特定財源の１カ月失効分が補てんされたものでございます。 

 続きまして、歳入全体の１６．５パーセントを占めております１０款地方交付税でござい

ますが、予算現額３０億１千６１万６千円に対しまして、調定額、収入済額ともに３０億５

千４８６万８千円で、収入済額を前年度と比較いたしますと、２億１千３５万２千円、７．

４パーセントの増となっております。 

 続きまして、１１款交通安全対策特別交付金でございますが、予算現額９００万円に対し

まして、調定額、収入済額ともに９８０万６千円で、収入済額を前年度と比較いたしますと

１３３万９千円、１２．０パーセントの減となっております。 

 続きまして、１２款分担金及び負担金でございますが、予算現額１億９千９８３万２千円

に対しまして、調定額２億９５４万９０５円、収入済額１億９千８３１万７５円、不納欠損

額３４万６千５３０円、収入未済額１千８８万４千３００円で、収入済額を前年度と比較い

たしますと、３５６万３千５２３円、１．８パーセントの減となっております。 

 続きまして、１３款使用料及び手数料でございますが、予算現額３億２千２６７万１千円

に対しまして、調定額３億３千８１６万９千５８６円、収入済額３億７３０万９千４８１円、

収入未済額３千８６万１０５円で、収入済額を前年度と比較いたしますと、１千２８４万７

千９０９円、４．０パーセントの減となっております。 

 項ごとにご説明をいたします。 

 １項の使用料につきましては、収入済額１億５千１８３万６千１６１円で、前年度と比較

いたしますと、１８７万９千９８９円、１．２パーセントの減となっております。 

 ２項の手数料につきましては、収入済額１億５千５４７万３千３２０円で、前年度と比較

いたしますと、１千９６万７千９２０円、６．６パーセントの減となっております。 

 続きまして、１０ページ、１１ページをごらん願いたいと思います。 

 １４款国庫支出金でございますが、予算現額２８億１千６２７万６千円に対しまして、調

定額２８億１千１７万１千１５４円、収入済額２７億９千５２３万２千１５４円で、収入済

額を前年度と比較いたしますと、１４億７千３０５万４千５０２円、１１１．４パーセント

の増となっております。 

 項ごとにご説明をいたします。 

 １項の国庫負担金につきましては、収入済額１２億６千６４５万５千６３円で、前年度と

比較いたしますと、１億１千３６４万３千１７円、９．９パーセントの増となっております。 

 ２項の国庫補助金につきましては、収入済額１５億２９６万円で、前年度と比較いたしま

すと、１３億５千８９６万６千５０２円、９４３．８パーセントの増となっております。こ

れにつきましては、国の２次補正による、地域活性化交付金及び定額給付金事業補助金が主

な理由になっております。 

 ３項の委託金につきましては、収入済額２千５８１万７千９１円で、前年度と比較いたし
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ますと、４４万４千９８３円、１．８パーセントの増となっております。 

 続きまして、１５款県支出金でございますが、予算現額９億４千４１１万５千円に対しま

して、調定額、収入済額ともに９億３千７３７万６千１２円で、収入済額を前年度と比較い

たしますと、１億２千３２２万２千１３４円、１１．６パーセントの減となっております。 

 項ごとにご説明をいたします。 

 １項の県負担金につきましては、収入済額５億６千８３０万９８２円で、前年度と比較い

たしますと、３千６６４万２千３４０円、６．９パーセントの増となっております。 

 ２項の県補助金につきましては、収入済額１億８千１４３万７９７円で、前年度と比較い

たしますと、１億４千７９０万２千７９２円、４４．９パーセントの減となっております。

これにつきましては、強い農業づくり交付金事業が１９年度の単年度で完了したことによる

減が主な理由でございます。 

 ３項の委託金につきましては、収入済額１億８千７６４万４千２３３円で、前年度と比較

いたしますと、１千１９６万１千６８２円、６．０パーセントの減となっております。 

 続きまして、１６款財産収入でございますが、予算現額３千１５４万８千円に対しまして、

調定額、収入済額ともに３千２２１万９千１６６円で、収入済額を前年度と比較いたします

と、３千２９７万７千８５１円、５０．６パーセントの減となっております。 

 項ごとにご説明をいたします。 

 １項の財産運用収入につきましては、収入済額２千１６７万６千６４０円で、前年度と比

較をいたしますと、２６３万５千２１３円、１３．８パーセントの増となっております。 

 ２項の財産売払収入につきましては、収入済額１千５４万２千５２６円で、前年度と比較

いたしますと、３千５６１万３千６４円、７７．２パーセントの減となっております。 

 続きまして、１７款寄附金でございますが、予算現額３千４０９万７千円に対しまして、

調定額、収入済額ともに３千４１４万４千９９７円で、収入済額を前年度と比較いたします

と、３０５万２千６６７円、８．２パーセントの減となっております。 

 続きまして、１８款繰入金でございますが、予算現額１３億６千２４６万２千円に対しま

して、調定額１３億５千２４６万９千２２７円、収入済額１３億４千８６０万１千２２７円

で、収入済額を前年度と比較いたしますと、７千８５９万７千２２４円、６．２パーセント

の増となっております。 

 項ごとにご説明をいたします。 

 １項の基金繰入金につきましては、収入済額１３億５６８万５千１８４円で、前年度と比

較いたしますと、１億２千９６万８千１８４円、１０．２パーセントの増となっております。

これにつきましては、庁舎建設基金からの借入金の増が主な理由でございます。 

 ２項の特別会計繰入金につきましては、収入済額４千２９１万６千４３円で、前年度と比

較いたしますと、４千２３７万９６０円、４９．７パーセントの減となっております。 

 続きまして、１９款繰越金でございますが、予算現額１億４千９９２万３千円に対しまし

て、調定額・収入済額ともに１億４千９９２万３千５３円で、収入済額を前年度と比較いた
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しますと、３千６８６万９７５円、１９．７パーセントの減となっております。 

 続きまして、２０款、諸収入でございますが、予算現額２億９千７６１万２千円に対しま

して、調定額３億３千３７５万６千７４３円、収入済額２億９千７６３万７千３０７円、収

入未済額３千６１１万９千４３６円で、収入済額を前年度と比較いたしますと、８千４６６

万７千２３１円、２２．１パーセントの減となっております。 

 項ごとにご説明をいたします。 

 １項の延滞金加算金及び過料につきましては、収入済額１千６７３万８千９４０円で、前

年度と比較いたしますと、１０万７千７９円、０．６パーセントの増となっております。 

 ２項の貸付金元利収入につきましては、収入済額６千万円で前年度と同額でございます。 

 ３項の受託事業収入につきましては、収入済額４千５３６万５千１７０円で、前年度と比

較いたしますと、４千２２７万７４０円、４８．２パーセントの減となっております。 

 ４項の雑入につきましては、収入済額１億７千５２８万２千５１４円で、前年度と比較い

たしますと、４千２７５万４千２５３円、１９．６パーセントの減となっております。 

 ５項の市預金利子につきましては、収入済額２５万６８３円で、これにつきましては、歳

計現金定期預金利子によるものでございます。 

 続きまして、２１款市債でございますが、予算現額８億６千３４０万円に対しまして、調

定額、収入済額ともに８億１千４４０万円で、収入済額を前年度と比較いたしますと、５億

５千３５０万円、４０．５パーセントの減となっております。これにつきましては、流末排

水整備事業及び八街駅北側地区土地区画整理事業、まちづくり総合支援事業の減、並びに自

転車駐車場整備事業の完了が主な理由でございます。 

 以上、歳入合計といたしましては、予算現額１８５億３千８５４万円に対しまして、調定

額２０８億１千１８５万３千８３円、収入済額１８５億１千６１５万２千８０円、不納欠損

額１億７千７１１万５千５４４円、収入未済額２１億１千８５８万５千４５９円となりまし

た。 

 続きまして、歳出決算についてご説明をいたします。 

 １２ページ、１３ページをごらん願います。 

 １款議会費でございますが、予算現額２億８６７万３千円に対しまして、支出済額２億５

２８万７千８１７円、不用額３３８万５千１８３円で、支出済額を前年度と比較いたします

と、８０５万８千８０５円、３．８パーセントの減となっております。 

 続きまして、２款総務費でございますが、予算現額３２億９２１万５千円に対しまして、

支出済額１９億７千５１０万２千６２９円、翌年度繰越額１２億２９２万２千円となってお

りますが、こちらにつきましては、定額給付金事業補助金が主な理由でございます。それか

ら、不用額が３千１１９万３７１円で、支出済額を前年度と比較いたしますと、５０１万７

千１２１円、０．３パーセントの減となっております。 

 それでは、項ごとにご説明をいたします。 

 １項の総務管理費につきましては、支出済額１３億９千５４４万９千１２６円で、前年度
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と比較いたしますと、２千９９１万７千８５５円、２．１パーセントの減となっております。 

 ２項の徴税費につきましては、支出済額３億７千７２４万６千３３１円で、前年度と比較

いたしますと、４千４８９万７千４８５円、１３．５パーセントの増となっております。 

 ３項の戸籍住民基本台帳費につきましては、支出済額１億３千４３３万５千６４３円で、

前年度と比較いたしますと、２千４７７万８千６９８円、２２．６パーセントの増となって

おります。 

 ４項の選挙費につきましては、支出済額２千４７万８８６円で、前年度と比較いたします

と、４千９１１万９千９８８円、７０．６パーセントの減となっております。 

 ５項の統計調査費につきましては、支出済額２千４７万８千６２円で、前年度と比較いた

しますと、４０３万１４８円、２４．５パーセントの増となっております。 

 ６項の監査委員費につきましては、支出済額２千７１２万２千５８１円で、前年度と比較

いたしますと、３１万４千３９１円、１．２パーセントの増となっております。 

 続きまして、３款民生費でございますが、予算現額５１億８千９４９万８千円に対しまし

て、支出済額５０億７千７４０万９千８０円、翌年度繰越額４千１４７万７千円、不用額７

千６１万１千９２０円で、支出済額を前年度と比較いたしますと、１億４千９５７万５千７

３４円、３．０パーセントの増となっております。 

 項ごとにご説明をいたします。 

 １項の社会福祉費につきましては、支出済額２３億１千１６２万９千２７９円で、前年度

と比較いたしますと、２千５７８万３千２７円、１．１パーセントの増となっております。 

 ２項の児童福祉費につきましては、支出済額１９億４５８万２千１４９円で、前年度と比

較いたしますと、２千２６５万１千１３５円、１．２パーセントの増となっております。 

 ３項の生活保護費につきましては、支出済額８億６千１１９万７千６５２円で、前年度と

比較いたしますと、１億１１４万１千５７２円、１３．３パーセントの増となっております。

これにつきましては、扶助費のうち、医療扶助費の増が主な理由でございます。 

 続きまして、４款衛生費でございますが、予算現額１９億４千７９０万９千円に対しまし

て、支出済額１９億９７４万３千５９４円、不用額３千８１６万５千４０６円で、支出済額

を前年度と比較いたしますと、６千３６４万３千２１７円、３．４パーセントの増となって

おります。 

 項ごとにご説明をいたします。 

 １項の保健衛生費につきましては、支出済額７億６千６１万３２円で、前年度と比較いた

しますと、１千６８０万９千３３８円、２．３パーセントの増となっております。 

 ２項の清掃費につきましては、支出済額１１億４千９１３万３千５６２円で、前年度と比

較いたしますと、４千６８３万３千８７９円、４．２パーセントの増となっております。 

 続きまして、５款農林水産業費でございますが、予算現額２億６千２９３万４千円に対し

まして、支出済額２億５千５３８万６千１４７円、不用額７５４万７千８５３円で、支出済

額を前年度と比較いたしますと、１億６千２７２万４千１２２円、３８．９パーセントの減
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となっております。これにつきましては、県補助事業で行いました強い農業づくり交付金事

業１億６千万円が１９年度の単年度で完了したことによる減が主な理由でございます。 

 続きまして、６款商工費でございますが、予算現額１億４千１６９万９千円に対しまして、

支出済額１億４千１００万２千４４円、不用額６９万６千９５６円で、支出済額を前年度と

比較いたしますと、７万１千８０８円の増となっております。 

 続きまして、７款土木費でございますが、予算現額２２億８千８１４万５千円に対しまし

て、支出済額１９億６千８３７万５千４１０円、翌年度繰越額２億５千９４０万８千円、こ

れにつきましては、地域活性化交付金及び八街駅北側地区土地区画整理事業費が主な理由で

ございます。 

 それから、不用額６千３６万１千５９０円で、支出済額を前年度と比較いたしますと、３

億６千４５４万６千６０１円、１５．６パーセントの減となっております。これにつきまし

ては、流末排水整備事業及び八街駅北側地区土地区画整理事業、まちづくり総合支援事業の

減、並びに自転車駐車場整備事業の完了が主な理由でございます。 

 それでは、項ごとにご説明をいたします。 

 １項の土木管理費につきましては、支出済額１億５千９１２万１千５２円で、前年度と比

較いたしますと、２千７５３万５千２４３円、１４．８パーセントの減となっております。 

 ２項の道路橋りょう費につきましては、支出済額３億４千３５４万９千９４０円で、前年

度と比較いたしますと、５千７４２万４４２円、１４．３パーセントの減となっております。 

 ３項の河川費につきましては、支出済額７千３２７万９千８０２円で、前年度と比較いた

しますと、７千４２万１千４９９円、４９．０パーセントの減となっております。 

 ４項の都市計画費につきましては、支出済額１３億４千７４２万５千１２７円で、前年度

と比較いたしますと、１億９千７０６万７千５１３円、１２．８パーセントの減となってお

ります。 

 ５項の住宅費につきましては、支出済額４千４９９万９千４８９円で、前年度と比較いた

しますと、１千２１０万１千９２４円、２１．２パーセントの減となっております。 

 続きまして、８款消防費でございますが、予算現額１１億９千６１５万５千円に対しまし

て、支出済額１１億８千８１０万９千５８４円、不用額８０４万５千４１６円で、支出済額

を前年度と比較いたしますと、１千８４万６千２２７円、０．９パーセントの減となってお

ります。 

 続きまして、９款教育費でございますが、予算現額１７億５千１３９万５千円に対しまし

て、支出済額１６億８千７６０万２千３４７円、翌年度繰越額４千５４３万円、不用額１千

８３６万２千６５３円で、支出済額を前年度と比較いたしますと、８２３万２千８７６円、

０．５パーセントの増となっております。 

 項ごとにご説明をいたします。 

 １項の教育総務費につきましては、支出済額２億４０９万７千４６１円で、前年度と比較

いたしますと、２１１万８千７８３円、１．０パーセントの増となっております。 
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 ２項の小学校費につきましては、支出済額２億３千６２３万７千８７０円で、前年度と比

較いたしますと、２千６５０万４５９円、１０．１パーセントの減となっております。 

 ３項の中学校費につきましては、支出済額１億３千７２６万９千５２１円で、前年度と比

較いたしますと、５７２万８千７７１円、４．０パーセントの減となっております。 

 ４項の幼稚園費につきましては、支出済額２億５５５万８千６６４円で、前年度と比較い

たしますと、１千３２１万１千１９０円、６．９パーセントの増となっております。 

 ５項の社会教育費につきましては、支出済額３億１千３３０万６千３６４円で、前年度と

比較いたしますと、６５０万３千４５４円、２．０パーセントの減となっております。 

 ６項の保健体育費につきましては、支出済額５億９千１１３万２千４６７円で、前年度と

比較いたしますと、３千１６３万５千５８７円、５．７パーセントの増となっております。 

 続きまして、１０款災害復旧費でございますが、予算現額１千円に対しまして、支出済額

ゼロ円、不用額１千円でございます。 

 続きまして、１４ページ、１５ページをごらん願います。 

 １１款公債費でございますが、予算現額２３億５２０万４千円に対しまして、支出済額２

３億４２１万４千１２円、不用額９８万９千９８８円で、支出済額を前年度と比較いたしま

すと、２千４５８万４千６０９円、１．１パーセントの減となっております。 

 続きまして、１２款諸支出金でございますが、予算現額１２０万２千円に対しまして、支

出済額１２０万１千５２９円、不用額４７１円で、支出済額を前年度と比較いたしますと、

４３万５３５円、２６．４パーセントの減となっております。 

 続きまして、１３款予備費でございますが、当初予算額が３千８８１万４千円、充当額が

２３０万４千円、これによりまして、予算現額は３千６５１万円となり、同額が不用額とな

っております。 

 以上、歳出合計といたしましては、予算現額１８５億３千８５４万円に対しまして、支出

済額１６７億１千３４３万４千１９３円、翌年度繰越額１５億４千９２３万７千円、不用額

２億７千５８６万８千８０７円となりました。 

 このほか、実質収支に関する調書につきましては、２２８ページ、それから財産に関する

調書につきましては、３６９ページから３７９ページ、定額基金の運用に関する調書につき

ましては、３８１ページから３８４ページに掲載してございますのでごらんをいただきたい

と存じます。 

 以上をもちまして、平成２０年度一般会計歳入歳出決算につきましてのご説明を終わらせ

ていただきます。ご審議のほど、よろしくお願いを申し上げます。 

○市民部長（小倉 裕君） 

 議案第１５号、平成２０年度八街市国民健康保険特別会計歳入歳出決算について、ご説明

申し上げます。 

 歳入歳出決算書の２３５ページをお開きください。 

 予算現額７５億５千８２５万６千円に対しまして、歳入決算額は７４億７千３２０万３千
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８７３円でございます。決算額を前年度と比較いたしますと、４８５万１４０円、率にして

０．０６パーセントの減となっております。 

 次に、歳出でございますが、決算額は７４億５千６９７万４０１円でございます。決算額

を前年度と比較いたしますと８千５３２万１９円、率にして１．１６パーセントの増となっ

ております。 

 また、歳入歳出差引残額１千６２３万３千４７２円につきましては、八街市国民健康保険

特別会計財政調整基金条例第２条の規定に基づき４８７万円を基金に積み立て、残りの１千

１３６万３千４７２円を翌年度へ繰り越すものでございます。 

 それでは、２３６、２３７ページをお開きください。 

 初めに、歳入１款国民健康保険税につきましては、予算現額２３億７千３８９万６千円、

調定額は５７億９５０万６千４８７円、収入済額は２４億２千３８８万５千８２２円でござ

います。調定額に対します収入率は、現年課税分７６．１８パーセント、滞納繰越分１１．

４８パーセントでございました。 

 また、不納欠損額は２千１０３件で２億１千７５６万２１６円、収入未済額は、３０億６

千８０６万４４９円でございます。 

 次に、２款国庫支出金につきましては、予算現額２３億１千３０１万５千円、調定額、収

入済額ともに２１億４千８７２万３千４４８円の同額でございます。 

 以下、調定額と収入済額は同額でございますので、調定額は省略させていただきます。 

 国庫支出金の内訳でございますが、１項国庫負担金１７億７千９８８万９千４４８円は、

療養給付費と高額医療費共同事業拠出金及び特定健康診査に関わる負担金でございます。 

 ２項の国庫補助金３億６千８８３万４千円につきましては、国保財政の調整交付金でござ

います。 

 次に、３款療養給付費交付金の収入済額３億６千７７５万４千２７０円につきましては、

退職者医療制度に基づく退職被保険者と、その扶養者の医療費に対する社会保険診療報酬支

払基金からの交付金でございます。 

 退職者医療制度対象年齢が６５歳未満に引き下げられまして、対前年度比で、約６２パー

セントの減となりました。 

 次に、４款前期高齢者負担金でございますが、６５歳から７４歳までの前期高齢者につい

て、医療費に係る財政調整制度の創設により、社会保険診療報酬支払基金が、各保険者から

加入者数に応じ納付金として徴収し、これを各保険者に分配するもので、本市は６億４千６

６３万４１０円の交付となりました。 

 次に、５款県支出金の収入済額３億９千１７６万２千３５３円につきましては、１項県負

担金におきまして、高額医療費共同事業及び特定健康診査等の負担金４千３４３万９千３５

３円と２項県補助金で国保財政の調整交付金３億４千８３２万３千円でございます。 

 次に、６款共同事業交付金の収入済額９億２千８００万４千１３５円につきましては、高

額医療費共同事業及び保険財政共同安定化事業の交付金でございます。 
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 次に、７款繰入金の収入済額４億６千５９６万８千２２６円につきましては、財政調整基

金からの繰り入れ及び一般会計からの繰出基準に基づく、保険基盤安定等の繰入金でござい

ます。 

 次に、８款繰越金の収入済額７千４４８万３千６３１円につきましては、前年度からの繰

越金でございます。 

 次に、９款諸収入につきましては、収入済額は２千５６６万２千４００円でございました。 

 内訳といたしまして、１項延滞金及び過料は７６７万２千７７円、２項雑入１千７９９万

３２３円につきましては、第三者行為による医療費納付金が主なものでございます。 

 次に、１０款財産収入３２万９千１７８円は、財政調整基金のうち１億円を定期預金とし

た際の利息でございます。 

 以上、歳入でございます。 

 続きまして、歳出についてご説明申し上げます。 

 ２３８ページ、２３９ページをお開きください。 

 １款総務費につきましては、予算現額３千９００万３千円に対しまして、支出済額は３千

５４９万１千２９１円でございます。 

 内訳といたしまして、１項総務管理費２千５４１万３千６２０円は、一般管理費のほか国

保団体連合会の負担金でございます。 

 ２項徴税費９５８万３千８７１円は、保険税の賦課徴収に関する諸経費、３項運営協議会

費１０万７千４００円は、国民健康保険運営協議会に関する経費、４項の趣旨普及費３８万

６千４００円は、パンフレット購入経費でございます。 

 次に、２款保険給付費につきましては、予算現額４８億８千４５９万５千円に対しまして

は、支出済額４８億１千４５０万６３１円でございます。 

 内訳といたしまして、１項療養諸費４２億９千７０４万７千４２１円は、３２万９千６６

２件分の療養給付費と６千１５６件分の療養費、そして診療報酬明細書の審査支払手数料等

でございます。 

 次に、２項の高額療養費４億５千１８１万３千２１０円は、７千１９１件分の高額療養費、

３項の移送費につきましては支出はございませんでした。 

 次に、４項の出産育児諸費５千７４０万円は、１６１件分の出産育児一時金、５項の葬祭

諸費８２４万円は、１６４件分の葬祭費でございます。 

 次に、３款後期高齢者支援金等は、若年層が加入する保険からの支援金で、１１億１千１

６１万６千６１９円となりました。 

 次に、４款前期高齢者納付金等は、歳入の項目で説明いたしましたが、本市の交付ですが、

納付金について調整額及び事務費分の負担があり、１４９万６千７９６円を支出いたしまし

た。 

 次に、５款老人保健拠出金につきましては、予算現額４千９５３万円に対しまして、支出

済額は、４千９５２万８千９１８円でございます。 
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 内訳といたしましては、老人保健の医療費及び事務費に対する拠出金でございます。 

 平成２０年度から後期高齢者医療制度が始まり、老人保健事業は未処理分に関する支出と

なり、対前年比約９６パーセントの減となりました。 

 次に、６款介護納付金につきましては、予算現額５億４２７万４千円に対し、支出済額は

５億４２７万３千３９５円で、内訳は介護保険に伴う拠出金でございます。 

 次に、７款共同事業拠出金につきましては、予算現額９億３千２９０万９千円に対しまし

て、支出済額は９億１千５０５万５千４３円で、内訳は高額医療費共同事業及び保険財政共

同安定化事業の拠出金でございます。 

 次に、８款保健事業費につきましては、予算現額２千８７万８千円に対しまして、支出済

額は１千７８５万４千７７９円で、内訳は平成２０年度から始まりました特定健康診査及び

特定保健指導に要する経費と医療費通知事業費でございます。 

 次に、９款公債費につきましては、予算現額１７５万円に対しまして、支出済額は７７万

３千６５１円で、一般会計財政調整基金の繰替運用に対する利子でございます。 

 次に、１０款諸支出金につきましては、予算現額７２０万２千円に対しまして、支出額は

６０５万１００円でございます。 

 内訳といたしましては、過誤納による保険税の還付金でございます。 

 次に、１１款予備費につきましては、歳入１０款財産収入の利息３２万９千１７８円を１

２款基金積立金の項目で財政調整基金に積み立てるため、３３万円を充当いたしました。 

 以上、平成２０年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。 

 ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本邦男君） 

 議案説明中でございますが、昼食のため、ここでしばらく休憩をいたします。 

 午後は１時１０分から再開いたします。 

                            （休憩 午前１１時４７分） 

                            （再開 午後 １時１１分） 

○議長（山本邦男君） 

 再開します。 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

○市民部長（小倉 裕君） 

 それでは、午前中に引き続き、よろしくお願いいたします。 

 議案第１６号、平成２０年度八街市老人保健特別会計歳入歳出決算について、ご説明申し

上げます。 

 歳入歳出決算書の２６７ページをごらんください。 

 予算現額３億７千１５４万７千円に対しまして、歳入決算額は３億７千２６０万１千６４

２円で、前年度と比較しますと８９．７パーセントの減となっております。 

 次に、歳出決算額は３億６千２６６万４千３４円で、前年度と比較しますと８９．９パー
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セントの減となっております。これは、平成１８年度の医療保険制度改革により、老人保健

制度にかわり、平成２０年度から後期高齢者医療制度が始まったことから、平成１９年度以

前に受診した診療に係る医療給付費などの未処理分の支出となったことにより減となったも

のでございます。 

 また、歳入歳出差引残額９９３万７千６０８円は全額翌年度へ繰り越すものでございます。 

 次に、２６８ページ、２６９ページをごらんください。 

 初めに、歳入でございますが、１款支払基金交付金につきましては、予算現額１億７千３

６６万４千円に対しまして、調定額、収入済額ともに１億７千５０７万５千７０８円で、こ

れは医療費と診療報酬明細書審査支払手数料にかかる社会保険診療報酬支払基金からの交付

金でございます。 

 以下、調定額と収入済額は同額でございますので、調定額は省略させていただきます。 

 ２款国庫支出金につきましては、予算現額１億６２１万３千円に対しまして、収入済額は

１億５８５万７千１９３円でございます。これは、老人医療費に係る国の負担分で、負担割

合は概ね３２パーセントとなっております。 

 次に、３款県支出金につきましては、予算現額、収入済額ともに２千５３６万円でござい

まして、これも老人医療費に係る県からの負担分で、負担割合は概ね８パーセントでござい

ます。 

 次に、４款繰入金は、老人医療費に係る市の負担分でありまして、予算現額、収入済額と

もに４千７６２万９千円でございます。 

 次に、５款繰越金につきましては、予算現額１千７３７万７千円で、収入済額は１千７３

７万７千７１５円で、前年度からの繰越金でございます。 

 次に、６款諸収入につきましては、予算現額１３０万４千円で、収入済額は１３０万２千

２６円でございまして、２項雑入の第三者行為によります納付金でございます。 

 続きまして、歳出についてご説明いたします。 

 ２７０、２７１ページをごらんください。 

 １款医療諸費につきましては、予算現額３億３千６７２万６千円に対しまして、支出済額

は３億２千８８４万４千４１８円で、これは医療給付費及び医療費支給費と医療報酬明細書

の審査支払手数料でございます。 

 ２款諸支出金につきましては、予算現額３千３８２万１千円に対しまして、支出済額は３

千３８１万９千６１６円で、１項償還金２０３万３千９１５円は千葉県及び千葉県社会保険

診療報酬支払基金への返還金でございます。 

 ２項一般会計繰出金３千１７８万５千７０１円は、過年度精算分でございます。 

 ３款予備費につきましては、支出、充当はございませんでした。 

 以上、平成２０年度八街市老人保健特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。 

 次に、議案第１７号、平成２０年度八街市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について

ご説明申し上げます。 
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 歳入歳出決算書の２８３ページをごらんください。 

 予算現額３億１千３５１万９千円に対しまして、歳入決算額は３億７５７万７千５１１円、

歳出決算額は、３億２５９万９千４６９円でございます。 

 歳入歳出差引残額４９７万８千４２円は、全額を翌年度へ繰り越すものでございます。 

 続きまして、決算資料２８４、２８５ページをごらんください。 

 初めに、歳入でございますが、１款後期高齢者医療保険料につきましては、予算現額２億

３千２０１万３千円、調定額は２億３千２２９万９千円、収入済額は２億２千８５４万８千

７５０円でございますが、過誤納還付未済額１０６万１千６００円が含まれております。実

質収入率は９８．０１パーセントでございます。収入未済額は４６１万８千３５０円となっ

ております。 

 次に、２款繰入金につきましては、予算現額７千９７１万９千円、調定額、収入済額とも

に７千８１９万１千６８８円でございます。これは一般会計繰入金で、事務費及び保険基盤

安定繰入金でございます。 

 次に、３款諸収入につきましては、予算現額２千円に対しまして、調定額、収入済額とも

に８３万７千７３円でございます。これは、２項雑入の賦課徴収帳票作成等業務委託費が主

なものでございます。 

 次に、４款国庫支出金につきましては、予算現額、調定額ともに１７８万５千円でござい

ますが、平成２１年度以降の保険料徴収管理システムの改修業務が年度内に完了しないこと

から、補助金が翌年度扱いとなったため、全額収入未済となったものでございます。 

 続きまして、歳出につきましてご説明申し上げます。 

 ２８６、２８７ページをごらんください。 

 １款総務費につきましては、予算現額１千２３１万３千円に対しまして、支出済額は８９

３万９千９８１円で、翌年度繰越額は１７８万５千円でございます。 

 内訳といたしましては、１項総務管理費６２万１千４５３円、２項徴収費８３１万８千５

２８円は、窓口業務や賦課徴収業務に係る経費でございます。 

 次に、２款後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、予算現額３億２０万５千円に

対しまして、支出済額は２億９千３６５万９千４８８円であり、保険料等負担金及び保険基

盤安定制度負担金でございます。 

 ３款諸支出金、４款予備費につきましては、支出はございませんでした。 

 以上で、平成２０年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の説明を終わりにさせていた

だきます。 

 最後になりますけれども、議案第１８号、平成２０年度八街市介護保険特別会計歳入歳出

決算につきまして、ご説明申し上げます。 

 歳入歳出決算書の２９９ページをごらんください。 

 初めに、歳入でございますが、予算現額は２７億６千８３３万９千円に対しまして、決算

額は２７億９千７７３万２６４円でございます。決算額を前年度と比較いたしますと２億１
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千４９７万７千１０５円の増、率にしまして８．３パーセントの増となっております。 

 次に、歳出決算でございますが、予算現額２７億６千８３３万９千円に対しまして、決算

額は２７億５千２３４万９千１５４円でございます。決算額を前年度と比較いたしますと、

３億１８９万２千８９９円の増、率にして１２．３パーセントの増となっております。 

 この結果、歳入歳出差引残額は４千５３８万１千１１０円となり、全額を翌年度へ繰り越

すものでございます。 

 続きまして、３００ページ、３０１ページをごらんください。 

 初めに、歳入１款保険料につきましては、予算現額５億２千１７４万７千円に対しまして、

調定額は６億３千９４８万２千７００円、収入済額５億６千７４７万１千円、不納欠損額１

千９４６万９千１００円、収入未済額につきましては、５千２５４万２千６００円となって

おります。 

 なお、調定額に対します収入率は８８．７４パーセントでございます。 

 次に、２款分担金及び負担金につきましては、予算現額１９１万１千円で、調定額は１１

８万９千６００円、収入済額１１５万５千２００円、収入未済額３万４千４００円となって

おり、高齢者配食サービス事業に係る利用者の方の自己負担金でございます。 

 次に、３款国庫支出金につきましては、予算現額５億９千４１４万２千円で、調定額、収

入済額ともに５億８千２４９万８千８９０円でございます。 

 国庫支出金の収入でございますが、負担金につきましては、介護給付費に係る国の負担金

でございます。 

 補助金につきましては、介護保険財政の調整交付金、地域支援事業交付金及び地域介護・

福祉空間整備等交付金がその主なものでございます。 

 次に、４款支払基金交付金につきましては、予算現額７億８千１４４万円で、調定額、収

入済額ともに７億８千８３８万８千５５０円でございます。これにつきましては、第２号被

保険者の保険料に対する社会保険診療報酬支払基金からの交付金でございます。 

 次に、５款県支出金につきましては、予算現額３億７千９１９万６千円で、調定額、収入

済額ともに、３億７千５４０万２千５７０円であり、介護給付費に係る県の負担金及び地域

支援事業に係ります交付金でございます。 

 次に、６款財産収入につきましては、予算現額３１万８千円で、調定額、収入済額ともに

３１万７千３００円でありまして、介護給付費準備基金の国債運用による利子を積み立てた

ものでございます。 

 次に、７款繰入金につきましては、予算現額３億５千７２８万３千円、調定額、収入済額

ともに３億５千１９万９千円でございます。 

 一般会計繰入金の内容といたしましては、介護給付費に係る市の負担金、地域支援事業に

係る繰入金及び事務費に対する繰入金でございます。 

 次に、８款諸収入につきましては、予算現額５千円、調定額、収入済額はともに８５０円

で、複写機使用料等の雑入でございます。 
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 次に、９款繰越金につきましては、予算現額１億３千２２９万７千円、調定額、収入済額

はともに１億３千２２９万６千９０４円で、前年度からの繰越金でございます。 

 以上、歳入合計につきましては、予算現額２７億６千８３３万９千円に対しまして、調定

額２８億６千９７７万６千３６４円、収入済額２７億９千７７３万２６４円、不納欠損額１

千９４６万９千１００円、収入未済額５千２５７万７千円となっております。 

 続きまして、歳出につきましてご説明申し上げます。 

 ３０２ページ、３０３ページをごらんください。 

 １款総務費につきましては、予算現額１億１千２９２万９千円に対しまして、支出済額は

１億９６９万９７３円でございます。 

 総務費の主な支出といたしましては、１項総務管理費において、地域介護、福祉空間整備

事業補助金、介護システム改修業務ほかの委託料、３項介護認定審査会費の中の介護認定審

査会委員に対します報酬及び主治医意見書作成に係ります手数料でございます。 

 次に、２款保険給付費につきましては、予算現額２５億４０８万円に対しまして、支出済

額は２４億９千６９５万９千４３２円でございます。 

 １項介護サービス等諸費の支出済額２１億８千８５７万１９円は、３万３千１７６件分の

介護給付費でございます。 

 ２項介護予防サービス等諸費の支出済額１億５千万３千２５９円は、７千７５２件分の介

護予防給付費でございます。 

 ３項高額介護サービス等費４千２８６万４千９１４円の支出は、４千４１２件分の高額介

護サービス費でございます。 

 ４項その他諸費３１６万５千９２０円の支出は、３万９千５７４件分の介護給付費請求書

等の審査支払手数料でございます。 

 ５項特定入所者介護サービス等費１億１千２３５万５千３２０円は、３千３４３件分の特

定入所者介護サービス費でございます。これにつきましては、介護保険施設に入所する低所

得者等の食費及び居住費に対して、市が認定した負担限度額を超えた部分を支給した経費で

ございます。 

 次に、３款財政安定化基金拠出金につきましては、予算現額２４４万３千円に対しまして、

支出済額は２４４万２千５５１円でございます。これは、県に設置されております財政安定

化基金に対する拠出金でございます。 

 次に、４款地域支援事業費につきましては、予算現額４千１１６万３千円に対しまして、

支出済額は３千６７０万３千５３１円でございます。 

 １項介護予防事業費の支出済額７０３万３千６３５円は、生活機能評価実施に係る業務委

託料、運動器の機能向上、栄養改善、口腔機能の向上等の特定、一般高齢者を対象といたし

ます介護予防に係る支出が主なものでございます。 

 ２項包括的支援事業費・任意事業費の支出済額２千９６６万９千８９６円につきましては、

地域包括支援センター派遣職員に係ります負担金、高齢者配食サービス事業、家族介護支援
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事業としてのおむつ代助成等が主な支出でございます。 

 次に、５款基金積立金につきましては、予算現額７千７３７万６千円に対しまして、支出

済額は７千７２０万８千７２４円でございます。この支出は、介護給付費準備基金への積み

立て、及び新たに設置いたしました介護従事者処遇改善臨時特例基金への積み立てでござい

ます。 

 次に、６款諸支出金につきましては、予算現額２千９３４万８千円に対しまして、支出済

額は２千９３４万３千９４３円でございます。主な支出は、介護給付費負担金等の平成１９

年度精算に伴う返還金でございます。 

 次に、７款予備費につきましては、予算現額１００万円に対しまして、支出はございませ

んでした。 

 以上、歳出の合計は、予算現額２７億６千８３３万９千円に対しまして、支出済額は２７

億５千２３４万９千１５４円、不用額１千５９８万９千８４６円となっております。 

 以上で、平成２０年度八街市介護保険特別会計歳入歳出決算につきまして、説明を終わり

にさせていただきます。よろしくご審議くださるようお願い申し上げます。 

○教育次長（尾髙幸子君） 

 それでは、議案第１９号、平成２０年度八街市学校給食センター事業特別会計歳入歳出決

算についてご説明いたします。 

 決算書の３２９ページをお願いいたします。 

 初めに、歳入でございますが、予算現額７億４千５３５万４千円に対しまして、決算額７

億５千５７０万５千８４８円でございます。 

 決算額を前年度と比較いたしますと、０．１パーセント、７０万４千６２４円の増でござ

います。 

 次に、歳出でございますが、予算現額７億４千５３５万４千円に対しまして、決算額７億

４千７万６千９８円でございます。 

 決算額を前年度と比較いたしますと１．１パーセント、８４２万６千８３９円の減でござ

います。 

 歳入歳出差引残額は、１千５６２万９千７５０円となり、全額を翌年度へ繰り越すもので

ございます。 

 続きまして、歳入歳出決算の概要につきましてご説明いたします。 

 ３３０、３３１ページをお願いいたします。 

 歳入１款繰入金につきましては、予算現額３億６千４４５万円に対しまして、調定額、収

入済額ともに、３億６千４４５万円でございます。これは一般会計からの繰入金で、前年度

と比較いたしますと４．１パーセント、１千４３２万５千円の増でございます。 

 次に、２款繰越金につきましては、予算現額６４９万８千円に対しまして、調定額、収入

済額ともに、６４９万８千２８７円でございます。これは、前年度からの繰越金で、前年度

と比較いたしますと３５．９パーセント、３６３万７千１５５円の減でございます。 
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 次に、３款諸収入につきましては、予算現額３億７千４４０万６千円に対しまして、調定

額４億２千２８２万８千９６１円、収入済額３億８千４７５万７千５６１円、不納欠損額６

０７万３千６５７円、収入未済額３千１９９万７千７４３円でございます。 

 収入済額を前年度と比較いたしますと２．５パーセント、９９８万３千２２１円の減でご

ざいます。 

 １項給食事業収入につきましては、収入済額３億８千４１３万２千３４６円でございます。

これは、児童・生徒の給食費で、収納率につきましては、現年度分９６．１パーセント、過

年度分２１．６パーセントでございます。 

 ２項雑入につきましては、収入済額６２万５千２１５円で、臨時職員保険料・廃品売払収

入等でございます。 

 以上、歳入合計につきましては、予算現額７億４千５３５万４千円、調定額７億９千３７

７万７千２４８円、収入済額７億５千５７０万５千８４８円、不納欠損額６０７万３千６５

７円、収入未済額３千１９９万７千７４３円でございます。 

 詳細につきましては、３３４、３３５ページに記載のとおりでございます。 

 続きまして、歳出につきましてご説明いたします。 

 ３３２、３３３ページをお願いいたします。 

 歳出１款総務費につきましては、予算現額１億６千６４９万９千円に対しまして、支出済

額１億６千２６９万１８３円、不用額３８０万８千８１７円で、執行率は９７．７パーセン

トでございます。 

 支出済額を前年度と比較いたしますと３０．０パーセント、６千９８１万２千２３７円の

減でございます。 

 主なものといたしましては、職員及び臨時職員の人件費と第一調理場及び第二調理場の施

設維持に係る委託料等でございます。 

 ２款事業費につきましては、予算現額５億４千９３７万８千円に対しまして、支出済額５

億４千８９１万１千３２８円、不用額４６万６千６７２円、執行率９９．９パーセントでご

ざいます。 

 支出済額を前年度と比較いたしますと１２．６パーセント、６千１４３万８千１３２円の

増でございます。 

 主なものといたしましては、給食用の賄材料費、給食供給業務に係る委託料などでござい

ます。 

 ３款公債費につきましては、予算現額２千８４７万７千円に対しまして、支出済額２千８

４７万４千５８７円、不用額２千４１３円、執行率９９．９パーセントでございます。 

 支出済額を前年度と比較いたしますと０．２パーセント、５万２千７３４円減でございま

す。 

 主なものといたしましては、給食センター建設等に伴う起債の償還元金及び利子でござい

ます。 
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 ４款予備費につきましては、予算現額１００万円全額が不用額でございます。 

 以上、歳出合計につきましては、予算現額７億４千５３５万４千円に対しまして、支出済

額７億４千７万６千９８円、不用額は５２７万７千９０２円でございます。 

 詳細につきましては、３３６ページから３４１ページに記載のとおりでございます。 

 以上をもちまして、平成２０年度八街市学校給食センター事業特別会計歳入歳出決算の概

要につきまして説明を終わらせていただきます。ご審議のほど、よろしくお願い申し上げま

す。 

○建設部長（並木 敏君） 

 それでは、議案第２０号、平成２０年度八街市下水道事業特別会計歳入歳出決算につきま

してご説明いたします。 

 決算書３４９ページをごらん願います。 

 初めに、歳入でございますが、予算現額９億８６８万７千円に対しまして、決算額は８億

６千８９８万９千１１８円でございます。決算額を前年度と比較いたしますと１０パーセン

ト、９千６０８万６２円の減でございます。 

 次に、歳出でございますが、予算現額９億８６８万７千円に対しまして、決算額は７億７

千１４７万９千１８８円でございます。決算額を前年度と比較いたしますと１２．９パーセ

ント、１億１千４４３万２千６８９円の減でございます。 

 歳入歳出差引の結果、残額は９千７５０万９千９３０円となり、全額を翌年度へ繰り越す

ものでございます。 

 なお、この額には翌年度へ繰り越すべき財源といたしまして、繰越明許費繰越額２千３７

１万５千円が含まれております。 

 続きまして、歳入歳出決算の概要につきましてご説明いたします。 

 ３５０、３５１ページをごらん願います。 

 歳入１款分担金及び負担金につきましては、予算現額１千万円に対しまして、調定額２千

４７８万３千２８０円、収入済額１千４６８万７千５９０円、不納欠損額１３１万３千２９

０円、収入未済額８７８万２千４００円でございます。これにつきましては、全額、下水道

事業受益者負担金で、収入済額を前年度と比較いたしますと０．５パーセント、７万３千４

５０円の増でございます。 

 また、受益者負担金の収納率は、現年分９６．１パーセント、滞納繰越分８．４パーセン

トでございます。 

 次に、２款使用料及び手数料につきましては、予算現額２億１千７２０万６千円に対しま

して、調定額２億２千５００万２３４円、収入済額２億１千２０１万６６４円、不納欠損額

１１１万４千４４０円、収入未済額は１千１８７万５千１３０円でございます。 

 収入済額を前年度と比較いたしますと２．１パーセント、４４８万６千２４６円の減でご

ざいます。 

 １項使用料の収入済額につきましては、２億１千１６１万６６４円でございます。これに
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つきましては、下水道使用料及び行政財産使用料で、前年度と比較いたしますと２．１パー

セント、４６１万６千２４６円の減でございます。 

 また、下水道使用料の収納率につきましては、現年分９７．６パーセント、滞納繰越分２

９．７パーセントでございます。 

 ２項手数料の収入済額につきましては、４０万円でございます。これにつきましては、指

定下水道工事店に係る登録手数料で、前年度と比較いたしますと４８．１パーセント、１３

万円の増でございます。 

 次に、３款国庫支出金につきましては、予算現額４千２０万円に対しまして、調定額４千

２０万円、収入済額３千５万円でございます。 

 予算現額との差額１千１５万円につきましては、平成２０年度繰越明許費に係る未収入特

定財源でございます。 

 収入済額を前年度と比較いたしますと４０パーセント、２千５万８千円の減でございます。 

 次に、４款繰入金につきましては、予算現額４億１千５５８万７千円に対しまして、調定

額、収入済額ともに同額でございます。これにつきましては、全額、一般会計からの繰入金

で、収入済額を前年度と比較いたしますと０．３パーセント、１０５万９千円の減でござい

ます。 

 次に、５款繰越金につきましては、予算現額７千９１５万７千円に対しまして、調定額、

収入済額ともに７千９１５万７千３０３円でございます。 

 収入済額を前年度と比較いたしますと１．５パーセント、１１６万９千７２７円の減でご

ざいます。 

 次に、６款諸収入につきましては、予算現額６千８３万７千円に対しまして、調定額４千

９７７万４千６１円、収入済額４千２１９万６千５６１円でございます。予算現額との差額

１千８６４万４３９円につきましては、平成２０年度繰越明許費に係る未収入特定財源７５

７万７千５００円及び平成１９年度繰越明許費に係る未収入特定財源の確定に伴う減額分１

千５１万５千２５０円が主なものでございます。 

 収入済額を前年度と比較いたしますと４０．２パーセント、２千８３８万５３９円の減で

ございます。 

 １項延滞金加算金及び過料につきましては、収入がございませんでした。 

 ２項雑入の収入済額につきましては、４千２１９万６千５６１円でございます。 

 大池調整池に係る整備費・維持管理費・用地費に対する一般会計負担金が主なものでござ

います。 

 次に、７款市債につきましては、予算現額８千５７０万円に対しまして、調定額、収入済

額ともに７千５３０万円でございます。予算現額との差額１千４０万円につきましては、平

成２０年度繰越明許費に係る未収入特定財源９２０万円が主なものでございます。 

 収入済額を前年度と比較いたしますと３５．３パーセント、４千１００万円の減でござい

ます。 
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 歳入合計といたしましては、予算現額９億８６８万７千円に対しまして、調定額９億９８

０万１千８７８円、収入済額８億６千８９８万９千１１８円、不納欠損額２４２万７千７３

０円、収入未済額は３千８３８万５千３０円でございます。 

 詳細につきましては、３５４ページから３５７ページに記載のとおりでございます。 

 続きまして歳出をご説明いたします。 

 ３５２ページ、３５３ページをごらん願います。 

 歳出１款下水道事業費につきましては、予算現額５億１千６８８万８千円に対しまして、

支出済額３億８千２３０万４千３１３円、翌年度繰越額５千６４万３千円、不用額は８千３

９４万６８７円でございます。 

 支出済額を前年度と比較いたしますと２３．９パーセント、１億１千９７４万８千２０６

円の減でございます。 

 １項総務管理費の支出済額につきましては、１億５千３０万７４８円でございます。前年

度と比較いたしますと４．５パーセント、７１５万６８３円の減でございます。 

 主なものといたしましては、下水道施設に係る維持管理費、管路施設維持工事費、印旛沼

流域下水道維持管理負担金及び関係職員の人件費等でございます。 

 ２項下水道建設費の支出済額につきましては、２億３千２００万３千５６５円でございま

す。 

 前年度と比較いたしますと３２．７パーセント、１億１千２５９万７千５２３円の減でご

ざいます。 

 主なものといたしましては、汚水枝線整備工事費、大池調整池築造工事費、雨水枝線整備

工事費、印旛沼流域下水道事業建設費負担金及び関係職員の人件費等でございます。 

 次に、２款公憤費につきましては、下水道事業債の元利償還金でございます。予算現額３

億９千２９万９千円に対しまして、支出済額３億８千９１７万４千８７５円、不用額は１１

２万４千１２５円でございます。 

 支出済額を前年度と比較いたしますと１．４パーセント、５３１万５千５１７円の増でご

ざいます。 

 次に、３款予備費につきましては、予算現額１５０万円全額が不用額でございます。 

 歳出合計といたしましては、予算現額９億８６８万７千円に対しまして、支出済額７億７

千１４７万９千１８８円、翌年度繰越額５千６４万３千円、不用額は８千６５６万４千８１

２円でございます。 

 詳細につきましては、３５８ページから３６７ページに記載のとおりでございます。 

 以上をもちまして、平成２０年度八街市下水道事業特別会計歳入歳出決算の概要につきま

して、説明を終わらせていただきます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○水道課長（醍醐文一君） 

 それでは、議案第２１号、平成２０年度八街市水道事業会計決算についてご説明いたしま

す。 
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 決算及び事業報告書の５ページをお開きください。 

 １、概況（１）総括事項のアの事業の状況の３行目でございますが、平成２０年度末給水

戸数は、前年度末から１７８戸、１．３パーセント増加し、１万３千５９７戸となりました。 

 年間総配水量は前年度と比較し、９万７３８立方メートル、１．９パーセント減少し、４

６２万７千８１２立方メートルとなりました。 

 １日最大配水量は平成２０年１２月３１日に記録し、それは１万４千２４５立方メートル

でございます。 

 また、１日平均配水量は１万２千６７９立方メートルとなりました。 

 また、年間有収水量は前年度と比較し、７万２千１３４立方メートル、２パーセント減少

し、３５３万９千３９０立方メートルとなりました。 

 なお、印旛広域水道用水供給事業からの受水量は７千２９６立方メートル、０．３パーセ

ント減少し、２６６万４千４９７立方メートルとなり、総配水量に占める割合は５７．６パ

ーセントとなりました。 

 それでは、お手元の資料の１７ページをお開き願います。 

 平成２０年度、八街市水道事業決算報告書の（１）収益的収入及び支出の収入でございま

すが、第１款水道事業収益は、予算額合計１１億４千４８２万円に対しまして、決算額は１

１億４千７５４万３千３２４円となっております。 

 内訳は、第１項営業収益が８億５千２９９万７７０円で、この主なものは水道料金でござ

います。 

 第２項、営業外収益２億６千９９０万２千１６７円は、給水申し込み負担金、県及び一般

会計からの補助金が主なものでございます。 

 次に、支出でございますが、第１款水道事業費用は、予算額合計１１億４千６７６万８千

円に対しまして、決算額１１億３千２９３万４千７１２円で、執行率は９８．７パーセント

となっております。 

 内訳は、第１項営業費用が１０億２千１３０万４千２５２円で、このうち、印旛広域水道

からの受水費５億２千４９０万６千４６４円、減価償却費１億６千６５８万１千２２２円及

び修繕費、委託料、人件費等であります。 

 次に、第２項営業外費用は１億９６３万５千６３０円で、企業債利息及び消費税でござい

ます。 

 第３項予備費につきましては、当初予算額１００万円で、支出はありませんでした。 

 第４項、特別損失１９９万４千８３０円は、平成１８年度分水道料金を不納欠損処分した

もので、世帯で１４８世帯、件数で３０４件、収納率９９．７７パーセントとなっておりま

す。 

 次に、次のページ、１８ページをお開きください。 

 （２）資本的収入及び支出の収入でございますが、第１款資本的収入予算額合計１億２千

１３７万６千円に対しまして、決算額１億２千１３７万９千２２２円となっております。 
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 内訳は、第１項企業債５千５０万円、第２項出資金４千２７万２千円、第３項補助金２千

８００万円、第４項負担金２５０万３千２２２円、第５項寄附金１０万４千円でございます。 

 次に支出でございますが、第１款資本的支出は、予算額合計３億１千２８７万円に対しま

して、決算額は２億８千５５０万２千６５２円でございます。 

 支出の内訳としまして、第１項建設改良費が１億４千４５７万２千８２６円で、主なもの

は第４次拡上水道布設工事として、文違字文違野地先ほかに口径１００ミリ及び７５ミリを

３７９．６メートル、また、八街字西栄地先ほかに口径１００ミリを１３５．２メートル、

富山字冨山地先に口径７５ミリを２０９．６メートル、朝日字梅の里地先に口径１５０ミリ

及び７５ミリを６４０．５メートル、総延長１千３６４．９メートルを実施いたしました。 

 また、上水道更新工事として、漏水が多発しておりました、八街字新氷川小路地先ほかを

口径１５０ミリ及び７５ミリ並びに５０ミリ、延長７５５．８メートルを実施いたしました。 

 さらに、平成２２年度より更新工事を予定しております、榎戸配水場系電気設備更新基本

設計を実施いたしました。 

 第２項企業債償還金につきましては、１億４千９２万９千８２６円で企業債元金の償還で

ございます。 

 なお、資本的収入額が支出額に対して不足する額１億６千４１２万３千４３０円につきま

しては、消費税及び地方消費税資本的収支調整額４３３万２千５２７円及び過年度分損益勘

定留保資金１億５千９７９万９０３円で補てんしております。 

 次のページ、１９ページをお願いします。 

 損益勘定でございますが、１の営業収益の計が８億１千２６３万１千１６５円、また、２

の営業費用の計が９億８千４０１万８千５０９円となり、１億７千１３８万７千３４４円の

営業損失が生じております。 

 次に、３の営業外収益の計は、２億６千８２４万７千１０２円、４の営業外費用の計が１

億９５８万４千９４２円となり、営業外の収支では、１億５千８６６万２千１６０円の利益

が生じ、営業損失の１億７千１３８万７千３４４円を差し引き、１千２７２万５千１８４円

の計上損失が生じました。 

 さらに特別利益２千４６５万３８７円を加え、特別損失１９９万４千８３０円を差し引い

た９９３万３７３円が当年度純利益となり、前年度繰越欠損金６千６３万３千４９４円から

差し引いた５千７０万３千１２１円が当年度末処理欠損金となり、翌年度へ繰り越されるこ

ととなりました。 

 以下の資料につきましては、ご参照いただき、説明は省略させていただきます。 

 以上で、平成２０年度八街市水道事業会計決算の説明を終わります。よろしくご審議くだ

さるようお願いいたします。 

○議長（山本邦男君） 

 以上で説明が終わりました。 

 お諮りします。ただいま議題となっています議案第１４号から議案第２１号の各会計決算
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につきましては、監査委員から監査報告を求める過程でありますが、お手元に監査委員から

各会計の決算審査意見書が提出されていますので、その意見書をもって報告にしたいと思い

ます。 

 ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山本邦男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 お諮りします。ただいま議題となっています議案第１号、固定資産評価審査委員会委員の

選任については、人事案件ですので、質疑、委員会付託及び討論を省略して、直ちに採決し

たいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山本邦男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 議案第１号、固定資産評価審査委員会委員の選任について採決します。 

 この議案は、同意することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山本邦男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 議案第１号は、同意することに決定しました。 

 日程第５、休会の件を議題とします。 

 明日３日から６日は、議案調査及び休日のため休会したいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山本邦男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 ３日から６日は、休会することに決定しました。 

 本日の日程はすべて終了しました。 

 本日の会議はこれで終了します。 

 ７日は午前１０時から本会議を開き、市政に対する一般質問を行います。 

 議員の皆様に申し上げます。 

 １１日に議案に対する質疑を予定していますので、質疑のある方は８日、午後４時までに

通告書を提出するようにお願いします。 

 この後、会派代表者会議を開催しますので、関係する議員は第２会議室にお集まりくださ

い。 

 ご苦労さまでした。 



 

－３６－ 

                             （散会 午後 ２時０３分） 
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○本日の会議に付した事件 

 １．会議録署名議員の指名 

 ２．会期の決定 

 ３．発議案の上程 

   発議案第７号、第８号 

   提案理由の説明 

   委員会付託省略、質疑、討論、採決 

 ４．議案の上程 

   議案第１号から議案第２１号 

   提案理由の説明 

   議案第１号、委員会付託省略、採決 

 ５． 休会の件 

……………………………………………………………………………………………………………… 

発議案第７号 細菌性髄膜炎を予防するワクチンの早期定期予防接種化を求める意見書につい 

       て 

発議案第８号 肝炎対策のための基本法の制定を求める意見書について 

議案第１号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

議案第２号 八街市文化会館建設基金条例の制定について 

議案第３号 八街市野球場建設基金条例の制定について 

議案第４号 八街市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第５号 八街市下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第６号 平成２１年度八街市一般会計補正予算について 

議案第７号 平成２１年度八街市国民健康保険特別会計補正予算について 

議案第８号 平成２１年度八街市老人保健特別会計補正予算について 

議案第９号 平成２１年度八街市後期高齢者医療特別会計補正予算について 

議案第10号 平成２１年度八街市介護保険特別会計補正予算について 

議案第11号 平成２１年度八街市学校給食センター事業特別会計補正予算について 

議案第12号 平成２１年度八街市下水道事業特別会計補正予算について 

議案第13号 平成２１年度八街市水道事業会計補正予算について 

議案第14号 平成２０年度八街市一般会計歳入歳出決算の認定について 

議案第15号 平成２０年度八街市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第16号 平成２０年度八街市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第17号 平成２０年度八街市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第18号 平成２０年度八街市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第19号 平成２０年度八街市学校給食センター事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第20号 平成２０年度八街市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 
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議案第21号 平成２０年度八街市水道事業会計決算の認定について 

 




